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https://www.facebook.com/ecotsuu/
「エコツー」 Facebook

街角に現れる雑居感満載のお店。ここでしか出会えない商品が並べられ
ています。

ロバの
あしあと

岐阜県岐阜市柳ケ瀬通り 2-24
やながせ倉庫南館
電話： 058-214-3113
12:00 ～ 18:00　水・木休

古道具mokkumokku

古いものに新しい価値を見出す
柳ケ瀬商店街の象徴ブランド。
古いものに新しい価値を見出す
柳ケ瀬商店街の象徴ブランド。

「ロバのパン」は、移動販売のパン屋さん。昔懐かしい移動販売車でイベントや各種施設を訪問し、
地域の様々な活動とつながりを深めています。こうした取り組みに共感したエコツーでは、地域
の魅力的なスポットを紹介しています。

informationinformation

以前紹介させていただいたアトリエ＆ギャラリーショップ「やながせ倉庫」が展開する古道具のお店「mok-
kumokku」。「やながせ倉庫」の南隣にできたのですが、この界隈の怪しくて新しい雰囲気をぶっちぎりで牽引
しています。

店長の上田沙奈さん。

「やながせ倉庫」オーナーの娘さんです。何やら作業をしていましたが、
電気ドライバーの扱いも手慣れたものでした。

mokkumokku では、ご家庭や工場など
にある古道具を引き取っています。昭和
40年代以前のものであることが引き取
りの基準。そうしたものは、若い人に
は目新しく、ご年配者には懐かしく思
えるからだそうです。

ブラウン管のテレビ。懐かしいー。けど、
かさばるー。存在感たっぷりで、若い
人に人気です。

この仕事をやっていて
楽しいのは、使われな
くなった空間やモノ
が、息を吹き返してい
く場面に立ち会えるこ
とかな。このお店も、ロ
ゴも自分たちの手で直
したり、つくったりして
います。



プラスチックリサイクル

ペットボトルリサイクルは、食品衛
生上の問題からより品質の低い製
品へのリサイクルが大半を占めて
いました。
近年、プラスチックゴミが社会問題
化するなか、使用済みペットボトル
から新たなペットボトルをつくるボ
トル toボトルの動きが、加速。さら
には、ラベルをはがす手間が省け
る、ラベルレスボトルが登場するな
ど、廃棄物ゼロをめざす動きが活
発化しています。

ボトルtoボトル

学ぶ
遊ぶ

働く トレーtoトレー

軽くて、加工がしやすくて、丈夫で、

用途が豊富なプラスチックは、

いまや、私たちの暮らしに欠かせないものだね。

 

そんな便利さから世界各国で大量に使われるようになり、

プラスチックのゴミは、社会問題となっている。

 

特に深刻なのが、プラスチックが海洋に流出、漂流し、

微小なプラスチック粒子となる

マイクロプラスチック汚染と言われている問題。

 

この小さなゴミを、

魚などの海洋生物がエサと間違えて食べてしまい、

食物連鎖の中で、

人間の体内に蓄積されることが憂慮されているんだ。

 

そうならないようにするには、どうすればいいかな

使ったプラスチックを捨てないで、100％リサイクルする。

みんなでやっていかなければならない、

大事なことだね。

株式会社エフピコは、使用済みの食品トレー
を原料としてリサイクルし、再び食品トレーの
製品化を可能にした、世界初の会社だよ。
トレーの回収ボックスがスーパーマーケットな
どに設置されている光景は、今では当たり前
になっているけど、その仕組みを作ったのが
この会社なんだ。

月～金（祝日を除く）
9:00 ～ 12:00　
13:00 ～ 16:00
※ご予約ください
中部リサイクル工場
岐阜県安八郡輪之内
町南波字村東 511－5　
TEL:0584-68-2041

回収された使用済みのトレー（&ペットボトル）
は、人の手や機械により選別され、汚れを落と
し、粉々にし、ペレット化されることで、ようやくト
レーの原料となる。食品に使われるものだから、
厳密な管理が必要で、とても手間がかかるんだ。
選別を担当しているのは、主に障がいのある人たち。障がい者雇用でも先進的で、
障がい者雇用率はなんと13.6%。この数字は上場企業では日本一なんだよ。

使用済みのトレーを回収できなけ

れば、リサイクルは進まないね。そ

ういう意味で、市民参加型のリサイ

クルと呼ばれているよ。

工場を

見学したよ

工場へ移動し、リサイクルの工程を見学

プラスチックのゴミは社会問題になっているけど、エフピコでは30年ほ
ど前からこの問題に取り組んでいるよ。アメリカでプラスチック容器を使
い捨てするファーストフード店に対する不買運動が起こり、危機感を抱
いた初代社長がトレーtoトレーのリサイクルを発案したんだ。

まずは座学を30分間

イヤホンをつけて工場見学。順を追って説明し

てくれるので、わかりやすかったよ。

環境対策室の新矢恭三さんが説明＆案内して

くれたよ。ありがとうございました。

 

工場見学受入日
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